
救急疾患 眼041410

症状

原因

治療

・充血、目やに、涙、異物感、かゆみ、灼熱感、まぶたのはれなどです。
・視力には影響しないことがほとんどですが、目やにや涙がひどい例や、結膜
炎が重症化して角膜炎を併発すると、視力障害を起こすこともあります。

・ウイルス性結膜炎には今だ特効薬はないため、細菌との混合感染を防ぐ目
的で抗菌剤の目薬をつけたりします。
・１～２週間、強い症状が続きますが自然治癒します。
・学童がアデノウイルス感染症をおこした場合は出席停止が義務付けられ、
登校時は医師の診断書を学校に提出する必要があります。

・感染性結膜炎（ウイルス性、細菌性な
ど）とアレルギー性結膜炎の２つに大別
されます。
・アデノウイルスに感染して生じる流行性
角結膜炎（はやり目）や咽頭結膜熱
（プール熱）は、感染性が非常に強く、時
折、大流行を起こすことがあります。
・アレルギー性結膜炎は、花粉症などの
季節性アレルギー性結膜炎、ダニやハ
ウスダストなどに反応する通年性アレル
ギー性結膜炎、アトピー性結膜炎、春季
カタルがあります。
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